
FEATURE

相続支援の一流の実務家を育てる
丸の内相続大学校が開校

丸の内相続大学校主宰税理士・行政書士清田幸弘

東京の中心地である丸の内で、相続支援の専門家を養成

する丸の内相続大学校が開校した。同校は、相続支援業

務で有名なランドマーク税理士法人代表社員の清田幸弘

氏が主宰。さらに各分野の一線級の専門家が教鞭を執っ

ており、その豪華な布陣に注目が集まっている。第1期

は5月2日に開講しており、「相続法と相続税法の実

務」、「都市農家・地主の相続、税務調査の動向」、「±地

の評価単位の考え方と評価手順」、「弁護士が語る『争族』

解決のツボ」、「相続申告時における適正な土地評価」な

ど、相続支援に関わる一連の実務、法的知識を網羅する

カリキュラムとなっている。今回の取材では、丸の内相

続大学校を設立した清田氏に、学校設立の経緯、学校運

営に込めた思いを伺った。



■清田幸弘(せいた・ゆきひろ)

丸の内相続大学校主宰、ランドマーク税理士法
人代表社員。税理士・行政書士。昭和37年生ま
れ。明治大学卒。横浜農協(旧横浜北農協)で
金融・経営相談業務に従事したあと、資産税専
門の会計事務所に勤務し、平成9年に清田幸弘税
理士事務所を設立。その後、ランドマーク税理
士法人に組織変更し、5つの本支店で精力的に活
動中。
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相
続

支
援

の
専

門
家

を

育
成

す
る

学
校

が
開

校

1
清

田
先

生
は

、
年

間
百

数
十

件
の

案
件

を
こ

な
す

指
折

り
の

相
続

支
援

特
化

型
事

務
所

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

税
理

士
法

人
の

代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の

清
田

先
生

が
、

相
続

支
援

業
務

の

専
門

家
を

育
成

す
る

丸
の

内
相

続
大

学
校

を
開

校
し

ま
し

た
。

同
校

開
校

の
経

緯
を

お
聞

か
せ

い
た

だ
け

ま
す

か
。

清
田

私
は

神
奈

川
で

開
業

し
ま

し
た

が
、

現
在

は
東

京
の

丸
の

内
に

も
拠

点
を

構
え

て
い

ま
す

。
な

ぜ
丸

の
内

に
進

出
し

た
の

ヘ

カ
と

い
い

ま
す

と
、

相
続

支
援

で
や

っ
て

い
く

か
ら

に
は

、
東

京
へ

の
進

出
は

避
け

て
通

れ
な

い
だ

ろ
う

と
思

っ
た

か
ら

で
す

。

そ
し

て
、

ど
う

せ
拠

点
を

構
え

る
な

ら
東

京
の

中
心

地
に

し
た

い
。

そ
う

思
っ

た
の

で
す
。

実
際

に
丸

の
内

に
事

務
所

を
構

え
た

と

き
、

せ
っ

か
く

こ
ん

な
場

所
に

拠
点

を
持

っ
た

の
で

す
か

ら
、

地
の

利
を

生
か

し
た

こ
と

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。

一
方

、
昨

今
の

相
続

税
の

基
礎

控
除

の

減
額

、
あ

る
い

は
税

率
の

変
動
な
ど

を
考

え
ま

す
と

、
相

続
税

の
申

告
書

を
出

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

く
な

る
人

は
、

地
価

の
高

い
首

都
圏

で
は

従
来

の
3～

4倍
に

な
る

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
相

続
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

は
今

後
、

か
な

り
の

高
ま

り
が

予
想

さ
れ

ま
す

。
そ

れ
に

合
わ

せ
て

、
資

産
税

業
務

に
本

腰
を

入
れ

て
取

り
組

み
た

い
と

考
え

る
税

理
士

の
先

生
方

は
増

え
て

い
ま

す
。今

年
の

確
定

申
告

業
務

に
取

り
組

ん
で

い
た

と
き

、
私

は
ふ

と
、

丸
の

内
で

相
続

支
援

の
専

門
家

を
育

成
す

る
学

校
を

開
い

た
ら

ど
う
だ

ろ
う
と
思

い
ま
し
た

。

相
続

支
援

業
務

に
精

通
す
る

著
名

な
先

生
方
で

講
師

陣
を

作
り

、
税

理
士

の
先

生
、

司
法

書
士

な
ど

の
士

業
の

先
生

、
そ

れ
か

ら
金

融
関

係
、

不
動

産
関

係
、
保

険
関

係

の
方

々
向

け
に

講
座

を
開
講

し
た

ら
ニ

ー

ズ
が

あ
る

だ
ろ

う
と

考
え

た
の

で
す
。

こ

れ
が

丸
の

内
相

続
大

学
校

の
設

立
の

き
っ

か
け

で
す

。

1今
年

の
確

定
申

告
期
に

構
想
が

浮

か
び

、
5月

2日
に
は

第
1期

が
開

講
す

る
と

い
う

の
は

か
な

り
の
ス

ピ
ー

ド
で

す

ね
。

清
田
よ
い
と
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
実

践
す

る
の

が
大

切
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
か

ら
(
笑
)
。
と
は
い
え
、
講
師
陣
の
先
生

方
に

快
諾

し
て

い
た

だ
け

た
こ

と
も

大
き

い
と

思
い

ま
す

。
私

の
ア

イ
デ

ア
に

賛
同

し
、

丸
の

内
相

続
大

学
校

に
参

加
し

て
く

だ
さ

っ
た

講
師

の
先

生
方

に
は

、
本

当
に

感
謝

し
て

い
ま

す
。

一
線

級
の

実
務

家
を

講
師

に
招

膀

ー
今

、
講

師
陣

の
リ

ス
ト

を
拝

見
し

て
い

ま
す

が
、

清
田

先
生

の
ほ

か
、

高
橋

安
志

先
生

(
税

理
士

法
人

安
心

資
産

税
会

計
)
、
木
村
金
藏
先
生
(
木
村
金
藏
税
理

士
事
務
所
)
、
沖
田
豊
明
先
生
(
沖
田
不

動
産

鑑
定

士
・

税
理

士
事

務
所

)
、

そ
し

て
田

中
美

光
先

生
(
田

中
会

計
事

務
所
)

な
ど

、
各

分
野

の
一

線
級

の
専

門
家

が
講

師
を

さ
れ

る
の

で
す

ね
。

こ
れ

だ
け

の
講

師
を

集
め

る
の

は
大

変
な

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。

清
田
各
分
野
の
ト
ッ
プ
級
の
専
門
家
に

ご
登

壇
い

た
だ

け
る

こ
と

が
、

丸
の

内
相

続
大

学
校

の
最

大
の

ポ
イ

ン
ト

の
ひ

と
つ

で
す

。

私
は

自
分

の
仕

事
を

、
情

報
を

得
て

情

報
を

売
る

仕
事

だ
と

考
え
て

い
ま

す
。

で

す
か

ら
、

よ
い

情
報

を
売

る
た

め
に
、

情

報
の

「
仕

入
れ

」
は

大
変

重
視

し
て

い
ま

す
。

情
報

は
誰

か
ら

仕
入

れ
て

も
よ

い
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
情

報
を

仕
入

れ
る

の
な

ら
、

一
流

の
仕

事
を

し
て
い

る
人

か

ら
仕
入

れ
な
け
れ

ば
意
味

が
あ

り
ま
せ

ん
。

°

丸
の
内

相
続
大
学

校
の
講
師

の
先
生
方

は
、

FEATURE丸の内相続大学校

丸の内相続大学校のWebサイト(http://inheritance-college.jp/)

丸の内相続大学校が5月2日（水）に開講

ただ今、第1期生を之集中です。
校長

顧問

主宰

太田　壽郎　元関東管区警察局長　弁護士・税理士

秋葉　武　立命館大学准教授

清田　幸弘　税理士・行政書士

現在から将来へ向けた相続実務のスタンダード―相続マイスター議座―

相続マイスター講座は相続に関わる一連の手続き、法務、税務を習得した

一流の実務家を養成するための講座です。

弁護士、税理士、公認会計士、司法書士、行政書士.不動産鑑定士、

ファイナンシャルプランナーといった、士業の方々は勿論のこと、金融、保険、不動産業界で

お勤めの方々のように、お客様の資産運用に携わっている皆様方にも

受講していただきたい内容となっております。

高い志を持つ次世代の專門家に

超高齢社会の到来により相続実務の現場においては、クライアントコからの相談

空いてとして高度な知識を持った、満足度の高い対応を行うことが可能な人材や専門家の必要性が、

益々高まってきていることを実感しております。

この度、.相続相談や実務に関わる専門家、また資産家や地主から頼りにされている方々、

問題解決に関わる方々のために、相続実務の各方面において、

第一線でご活躍中の先生方に講師となっていただき、その豊富な実務経験を

より多くの方々にお伝えする場を設けました。

皆さま方の見識をより高めていただき、日々の実務に活かしていただきたい。

そのような願いと想い、専門職としての高い誇りを持ち、

丸の内相続大学校マイスター講座を開講するに至りました。

丸の内相続大学校　校長

元関東管区警察局長　弁護士・税理士

太田田壽郎

丸の内相続大学校　主宰

相続マイスター講座は、相続に関わる一連の手続き、法務、税務を習得した一流の実務家を養成するための講座です。

弁護士、税理士、公認会計士、司法書士、行政書士、不動産鑑定士、ファイナンシャルプランナーといった、

士業の方々は勿論のこと、金融、保円、不動産業界でお勤めの方々のように、お客様の資産運用に携わっている

皆さまにも受講していただきたい内容となっております。

講師仁には、第一線で相続実務に携わっていらっしゃる先生方を厳選させていただきました。

相続マイスター講座を受けていただくことで、各分野のエキスパートが実務の中で磨き上げた

秘蔵のノウハウを習得することができます。ここで培われた力は、皆様方の日々の実務の中で活かされるだけではなく、
地震の業務領域の拡大、組織におけるシステムの整備にまで寄与することでしょう。

清田幸弘

実力の講師陣 丸の内相続大学校マイスター講座　第1期を担当する12名の講師陣

清田幸弘



FEATURE丸の内相続大学校

第6講座「マイスターの『モチベーション・マネジメント』」の講義風景。株式会社モベ

ト代表の丸山博貴氏が、難題の多い相続支援業務でモチベーションを維持する方法を解説した。



私
自

身
が

情
報

を
仕

入
れ

た
い

と
思

っ
て

い
る

方
だ

け
を

集
め

ま
し

た
。

私
自

身
が

受
講

し
て

み
た

い
と

思
え

る
よ

う
な

講
座

で
な

け
れ

ば
、

取
り

組
む

意
味

が
な

い
と

思
っ
た
の
で
す
。

ち
な

み
に

、
丸

の
内

相
続

大
学

校
の

校

長
に
は
元
関
東
管
区
警
察
局
長
で
弁
護

士
.税

理
士

の
太

田
壽

郎
先

生
、

顧
問

に

は
立

命
館

大
学

准
教

授
の

秋
葉

武
先

生
に

ご
就
任
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

著
名

な
先

生
方

を
集

結
さ

せ
ら

れ

る
ほ

ど
、

清
田

先
生

の
思

い
が

強
か

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
ね

。

清
田
ど
う
せ
や
る
な
ら
中
途
半
端
な
も

の
に

し
た

く
な

い
と

い
う

思
い

が
あ

り
ま

し
た

。
「

よ
く

ぞ
こ

れ
だ

け
の

講
師

を
集

め
た

な
」

と
言

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

講
座
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
、

著
名

な
先

生
方

に
一

生
懸

命
お

願
い

し
た

と
い
う
の
が
今
回
の
経
緯
に
な
り
ま
す
。

相
続

支
援

の
実

務
を

多
角
的
に
学
習
で
ぎ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
構

築

丸
の

内
相

続
大

学
校

で
は

、
今

伺

っ
た

よ
う

な
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

講
師

陣
が

「
相

続
マ

イ
ス

タ
ー

講
座

」
と

い
う

名
称

で
講

義
を

行
い

ま
す

。
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

ど
の

よ
う

な
構

成
で

し
ょ

う
か

。

清
田
第
1
期
は
5
月
2
日
に
ス
タ
ー
ト

し
、
7月

ま
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
1講

座
が

2時
間

で
全

部
で

12講
座

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

組
ん

で
い

ま
す

。
全

講
座

を
受

講
し

た
方

に
は

修
了

証
を

発
行

し
て

い
ま

す
が

、
お

好
き

な
講

座
だ

け
を

1講
座

ず

つ
受

講
し

て
い

た
だ

く
こ

と
も

可
能

で
す

。

内
容

と
し

て
は

、
今

回
は

相
続

対
策

を

中
心

に
構

成
し

ま
し

た
。

「
相

続
法

と
相

続
税

法
の

実
務

」
、

「
都

市
農

家
・

地
主

の

相
続

、
税

務
調

査
の

動
向

」
、

「
土

地
の

評

価
単

位
の

考
え

方
と

評
価

手
順

」
、

「
弁

護

士
が

語
る

『
争

族
』

解
決

の
ツ

ボ
」

、
「

相

続
申

告
時

に
お

け
る

適
正

な
土

地
評

価
」

な
ど

、
相

続
支

援
に

取
り

組
む

う
え

で
頭

に
入

れ
て

お
く

べ
き

知
識

を
、

最
新

の
事

例
を

交
え

て
解

説
す

る
内

容
と

な
っ

て
い

ま
す

。

税
理

士
の

先
生

方
だ

け
で

な
く

、
会

計

事
務

所
の

職
員

さ
ん

、
あ

る
い

は
弁

護
士

、

公
認

会
計

士
、

司
法

書
士

、
行

政
書

士
な

ど
の

先
生

方
、

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ

ャ
ル

プ
ラ

ン
ナ

ー
、

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

ナ
ー

な
ど

、
相

続
に

関
係

す
る

仕
事

を
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

業
界

の
方

々
に

幅
広

く
利

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
内

容
に

し
よ

う
と

知
恵

を
絞

り
ま

し
た

。

第
1期

の
滑

り
出

し
に

は
満
足
し

て
い

ま
す

が
、

こ
れ

で
完

成
と

考
え

る
の

で
は

な
く

、
第

1期
よ

り
は

第
2期

、
第
2期

よ
り

は
第

3期
の

ほ
う

が
よ

い
内
容

に
な

る
よ

う
に

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

整
備

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

9月
か
ら

第
2期

を
開

校
す

る
予

定
で

、
今

ま
さ

に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

1
相
続
マ
イ
ス
タ
i
講
座
を
受
講
す

る
と

、
最

終
的

に
は

「
相

続
マ

イ
ス

タ

ー
」

と
い

う
資

格
が

認
定

さ
れ

る
と

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。

清
田
現
時
点
で
は
修
了
証
を
お
渡
し
す

る
こ

と
以

上
の

こ
と

は
検

討
中

で
す

。

マ
イ

ス
タ

ー
と

い
う

資
格

を
与

え
て

し

ま
い

ま
す

と
、

各
士

業
と

の
整

合
性

の
問

題
が

出
て

き
ま

す
。

例
え

ば
税
理
士

と
司

法
書

士
で

は
同

じ
専

門
家

で
も

求
め

ら
れ

る
方

向
性

が
違

う
た

め
、

ひ
と

つ
の

資
格

で
ま

と
め

る
の

は
適

切
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

や
る

と
し

た
ら

、
例

え
ば

税
理

士
に

対

し
て
は
「
マ
イ
ス
タ
ー
(税

務
)」

な
ど

の
形

で
、

各
資

格
と

の
整

合
性

は
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
で

し
ょ
う

。
資

格
を

認

定
し

た
こ

と
が

非
弁

行
為

に
つ

な
が

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
、

十
分

に
注
意

し
な

が

ら
取

り
組
む

必
要
が
あ

り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な

業
界

で
注
目

が

高
ま

る
相

続
支

援
業

務

第
-期

は
今

ど
れ

く
ら

い
の

方
が

参
加

し
て

い
る

の
で

す
か

。

清
田
第

1期
は

定
員
80名

で
、
ほ
ぼ

満

席
で

す
。

80名
と

い
う

数
は

少
し

多
す
ぎ

ま
し

た
の

で
、

次
期

以
降

は
60名

程
度

に

し
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す

。

第
-期

の
受

講
…
者
は

ど
の
よ
う

な

方
々

な
の
で
す

か
。

清
田
税
理
士
の
先
生
方

、
税
理
士
事
務

所
の

職
員

さ
ん

、
そ

れ
か

ら
公

認
会

計
士

の
先

生
方

。
こ

れ
ら

の
方

々
が
、

全
体

の

半
分

以
上

を
占

め
て

い
ま

す
。

そ
の

次
に

多
い
の

が
司

法
書
士

さ
ん
で

す
ね

。
司
法

書
士

業
界

は
今

、
相

続
支

援
業

務
に
注

目

し
て

い
ま

す
か

ら
、

そ
の

関
係
で

多
い

の

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
そ

の
次

に
多

い
の

が
銀

行
、

そ
し

て
保

険
業

界
、

不
動

産
業

界
と
い

う
内

訳
に

な
っ

て
い

ま
す

。

震
災

復
興

景
気

と
い

う
言
葉

も
耳

実務経営ニュース2012.08

感

丸

、清田先生からいただい

講師陣を集めて学校を作

それをまとめるお手伝い

太田代表は丸の内相

企画の経緯をお話しく

丸の内相続大学校の

す。清田先生から、こ

先生から相

感じました

であれば準備に数カ月を要しますし、今回のようにご高名な先生方に企画の内容をお伝えし、講師依

頼まで話を進めるといったことを考えますと、どんなに早くても半年、下手をすると1年以上かかる

ものです。それを、清田先生は、思い立ったそのときに、携帯電話で諸先生方とコンタクトを取り、

100%の確率で講師依頼をされてしまったのですから驚きです。「これは清田先生にしかできない企画

だ」と感じました。

とにかく、今回の講師である諸先生方と清田先生との信頼関係の強さ、清田先生ならびに先生方の

決断の早さに舌を巻きました。また、それを先生のそばで目の当たりにできたことは、私にとっても

なかなか経験することができない貴重な体験でした。講師依頼を含め、通常であれば半年以上はかか

るであろう、企画の構想が数時問で組み立てられてしまったのです。このスピード感のある即断即決

ぶりが、本企画の成功と勢いの強さを感じさせました。

一実際の準備作業はいかがでしたか。

太田本当に大変でした(笑)。ただ、清田先生の頭のなかにかなり明確なビジョンがありましたので

お手伝いをさせていただいてとてもやりがいもありましたし、楽しくやらせていただきました。

一第2期の準備も進めておられると伺っています。今後のご活躍を祈念しています。

に
は

し
ま

す
が

、
依

然
と

し
て

厳
し

い
経

済
環

境
が

続
く

な
か

、
付

加
価

値
業

務
と

し
て

の
相

続
支

援
が

、
さ

ま
ざ

ま
な
業

界

か
ら
注

目
さ

れ
て

い
る

よ
う

で
す

ね
。

清
田
少
子
高
齢
化
の
な
か
、
法
人
の
設

立
は

減
り

、
経

理
関

係
の

パ
イ

は
だ
ん

だ

ん
小
さ
く

な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の

よ
う

な
な

か
、

相
続

支
援

業
務

は
、

高
齢

化
社

会
の

進
展

に
伴

い
増

え
て

い
ま

す
。
人
ロ

の
推
移
を

考
え
ま
す

と
、
唯
一

の
成
長

産
業

と
い

え
る

と
思

い
ま

す
。

た
だ
、

成
長
産
業

だ
か
ら
と

い
っ
て
、

実
態

を
知

ら
ず

に
参

入
し

よ
う

と
す

る
方

が
多
す
ぎ

る
よ
う
な

気
が
し
ま

す
。

最
近

で
は

、
納

税
者
の

方
、

相
続

人
の

方
も

ず
い

ぶ
ん

と
勉

強
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

高
学

歴
化
が

進
ん

で
い

ま

す
し

、
知

識
も

高
い

。
法

律
も

よ
く

ご
存

じ
で

す
。

私
た

ち
の

専
門

領
域

で
あ

る
税

務
の

こ
と

さ
え

、
本

を
読

ん
で

し
っ

か
り

勉
強

し
て

か
ら

相
談

に
来

ら
れ

る
こ

と
が

多
い

。
お

客
様

も
真

剣
で

す
し

、
以

前
の

よ
う

に
「

先
生

に
任

せ
ま

す
」

と
は

い
わ

れ
な
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

私
た

ち
は

そ
の

よ
う
な

状
況

で
お

客
様

に
対
応

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

か
ら

、

本
当

に
質

の
高

い
情

報
や

知
識

を
も

っ
て



当
た

ら
な

い
と

、
大

き
な

ト
ラ

ブ
ル

に
つ

な
が

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
相

続
支

援
業

務
に

は
、

そ
ん

な
怖

い
側

面
も

あ
り

ま
す

。

丸
の

内
相

続
大

学
校

は
、

そ
の

よ
う

な

ト
ラ

ブ
ル

を
避

け
ら

れ
る

専
門

家
を

育
て

、

会
計

業
界

の
信

頼
性

向
上

に
貢

献
し

た
い

と
い

う
思

い
を

込
め

て
い

ま
す

。

丸
の
内
相
続
大
学
校
を

相
続

実
務

の
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
に

1
会
計
事
務
所
が
1
年
間
に
相
続
支

援
を

行
う

件
数

は
、

1事
務

所
あ

た
り

平
均

0.7件
と

い
う

調
査

も
あ

り
ま

す
。

相
続

支
援

業
務

は
案

件
自

体
が

少
な

い
で

す
か

ら
、

一
般

的
な

会
計

事
務

所
は

経
験

を
積

む
機

会
が

な
か

な
か

な
い

で
す

ね
。

清
田
相
続
支
援
は
確
か
に
案
件
が
少
な

い
で

す
か

ら
、

今
後

は
相

続
支

援
が

得
意

な
事

務
所

を
中

心
に

、
全

国
の

会
計

事
務

所
が

グ
ル

ー
プ

化
し

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と

想
像

し
て

い
ま

す
。

丸
の

内
相

続
大

学
校

の
受

講
生

の
皆

さ

ん
に

は
、

せ
っ

か
く

一
緒

に
勉

強
を

さ
れ

た
の

で
す

か
ら

、
地

域
で

修
了

生
を

中
心

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

組
ん

で
い

た
だ

け
た

ら
よ

い
と

思
い

ま
す

。
情

報
交

換
等

け
ん
さ

ん

を
し
つ

つ
、

互
い

に
研

鐙
し

て
い

け
ば

、

案
件

が
来

た
と

き
の

対
応

も
し

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
学

校
と

し
て

も
、

何
ら

か
の

サ
ポ

ー
ト
を

考
え
て

い
ま

す
。

丸
の

内
相

続
大

学
校

を
基

軸
に

し

て
、

皆
さ

ん
が

い
ろ

い
ろ

な
つ

な
が
り

方

を
し
て

い
く
こ
と

が
望
ま
し

い
で
す
ね

。

清
田
こ
れ
は
私
の
願
い
で
す

が
、
丸
の

内
相
続

大
学

校
が
、

相
続
支

援
の

専
門
家

の
ブ

ラ
ン

ド
に

な
っ

た
ら

理
想

的
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
一

流
の

講
師

し
よ
う

へ
い

陣
を
招

聰
し
ま
し

た
し
、
校

名
や
校
章

も
、

卒
業

し
た

こ
と

を
誇
っ

て
も

ら
え
る

よ
う

に
ず
い

ぶ
ん

考
え

ま
し

た
。

清
田

先
生

の
今

後
の

取
り

組
み
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

清
田
私
が
代
表
を
務
め
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
税

理
士

法
人

に
関

し
て

は
、

今
後

も
相

続
支

援
業

務
に

注
力

し
、
「

相
続

な
ら

ラ

ン
ド

マ
ー

ク
」

と
全

国
的

に
思

っ
て
い

た

だ
け

る
よ

う
な

事
務

所
に

育
て

て
い

き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

資
産

税
業

務
で

ブ
ラ
ン

ド
化

す
る
一

方

で
、

税
務

や
そ

の
周

辺
業

務
で

も
、
さ

ま

ざ
ま

な
提

案
が

で
き

る
付

加
価

値
型

の
事

務
所

を
目

指
す

つ
も

り
で

す
。

丸
の

内
相

続
大

学
校

に
つ
い

て
は

、
日
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丸の内相続大学校

本
に

お
け

る
相

続
支

援
業

務
の

情
報

発
信

基
地

と
し

て
、

し
っ

か
り

定
着

さ
せ

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

相
続

の
こ

と
で

あ
れ

ば
、

ま
ず

は
丸

の
内

相
続

大
学

校
の

こ
と

を
皆

さ
ん

が
思

い
浮

か
べ

て
く

だ
さ

る
よ

う
な

学
校

に
発

展
さ

せ
て

い
き
た

い
で
す

ね
。

丸
の

内
相

続
大

学
校

の
分

校
を

大

阪
や

名
古

屋
等

に
出

す
構

想
は
あ

り
ま
す

か
。

清
田
そ
れ
も
よ
い
考
え
で
す
が
、
少
な

く
と

も
5
年

は
首

都
圏

で
足

元
を

し
っ

か

り
と

固
め

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

最
後

に
な

り
ま

す
が

、
読

者
の

皆

さ
ん

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
お

願
い

し
ま

す
。

清
田
最
高
の
商
品
を
作
り
、
最
高
の
売

り
方

を
す

れ
ば

、
必

ず
お

客
様

は
付

い
て

く
る

と
私

は
思

っ
て

い
ま

す
。
会

計
事
務

所
経

営
に

お
い

て
も

、
最

高
の
商

品
と
最

高
の

売
り

方
が

最
も

重
要

な
テ

ー
マ

で
す

。

ど
こ

に
で

も
あ

る
よ

う
な

商
品

で
は

な

く
、

同
業

者
が

誰
も

到
達

で
き

な
い

レ
ベ

FEATURE丸の

ののいル

あ人丸まの
る材のす商
方育内゜品
は成相゜
ぜを続そ
ひ目大れ
ご指学を
参し校目
加ては指
くい'す
だまそべ
さすのき
い゜レだ

゜関べと
そ心ル思

し
て

参
加

す
る

だ
け

で
な

く
、

私
た

ち
と

一
緒

に
、

丸
の

内
相

続
大

学
校

を
育

て
て

い
た

だ
け

た
ら

そ
れ

以
上

の
こ

と
は
あ

り

ま
せ

ん
。

そ
れ

か
ら

、
こ

れ
は

読
者
の

方
々

に
ぜ

ひ
お

願
い

し
た

い
こ

と
な

の
で

す
が

、
丸

の
内

相
続

大
学

校
で

ど
ん

な
講

師
の

講
義

を
聴

き
た

い
か

、
ど

ん
な

テ
ー

マ
を
扱

っ

て
ほ

し
い

か
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
学

校
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

意
見

を
寄

せ
て

い
た

だ
け

る
と

本
当

に
う

れ
し

い
で

す
ね

。

皆
さ

ん
の

ご
意

見
を

積
極
的

に
取

り
入

れ

て
、

と
こ

と
ん

高
い

レ
ベ

ル
の

教
育

環
境

を
実

現
す

る
つ

も
り

で
す

。

1
本

日
は

貴
重
な

お
話

を
お
聞

か
せ

く
だ

さ
り

、
ど

う
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

丸
の

内
相

続
大

学
校

の
ご

発
展

を
祈

念
し
て
い

ま
す
。
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現在から将来へ向けた相続実務のスタンダード
丸の内相続大学校校

第二期
9月20日

開催決定

クライアントに感謝され、相続ビジネスが加速する。

節
税

が
伴

う
講

義
だ

っ
た

の
で

、
ク

ラ

イ
ア

ン
ト

に
提

案
す

る
材

料
を

得
る

こ
と
が
出
来

た
。

(不
動

産
賃

貸
業

日
常

の
業

務
で

曖
昧

だ
っ

た
部

分
が

確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(司
法
書
士
)

具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
。
す
ぐ
に

実
務

に
活

か
し

た
い

。
(税

理
士

)

税
務

調
査

の
場

面
で

、
お

金
の

流
れ

を

調
査
官
が
ど
う
つ
か
む
の
か
、
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
た
。
(銀

行
員
)

豊
富
な
事
例

が
理

解
を

助
け

、
具

体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
し
た
。

(保
険

会
社

勤
務

)

遺
言
能
力
に
つ
い
て
の
公
正
証
書
記
載

方
法

な
ど

が
参

考
に

な
っ

た
。

(不
動

産
管

理
会

社
勤

務
)

所
内
の
勉
強
会
に
も
活
か
せ
る
内
容

で
し
た
。
(税

理
士
)

第一

期
参

加
者

の
声

第1期は取材が殺到！

所定のマイスター講座を

受講された方には

「相続マイスター講座修了証」

を進呈。詳しくは案内資料を

ご請求下さい。

丸の内相続大学校

講座案内資料請求

03-6269-9997
御社名御芳名

〒　ご住所

TELFAXe-Mail

備考

株式会社ランドマークエデュケーションTELO3-6269-9095a〒100-0005東京都千代田区丸の内2丁目5番2号三菱ビル9階担当


